
                           令和 年 月 日 
 
 
中国運輸局長 殿 
 
 
                   三原市地域公共交通活性化協議会 

会 長  上 水 流 久 彦 
 
 

令和５年度 地域公共交通確保維持改善事業に係る 
地域公共交通確保維持事業の事業評価の送付について  

 
 地域公共交通確保維持改善事業実施要領（平成 23 年 4 月 1 日国総計第 5 号、

国鉄財第 4 号、国鉄業第 4 号、国自旅第 20 号、国海内第 8 号、国空環第 5 号）

に基づき、令和５年度地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統確保

維持費国庫補助金）の事業評価を実施したので、事業評価票等を送付します。 

 
 
 
 
 
 
 

              ＜問い合わせ先＞ 
                     三原市港町三丁目５番１号 
                     三原市生活環境課 森木 

電話：0848-67-6178 
FAX：0848-64-4103 
メールアドレス： 
seikatsukankyo@city.mihara.lg.jp 
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別
添
１

令
和

５
年

1
2
月

　
日

協
議

会
名

：
三

原
市

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

評
価

対
象

事
業

名
：
地

域
内

フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
確

保
維

持
費

国
庫

補
助
金

①
補

助
対

象
事

業
者
等

②
事

業
概
要

③
前

回
（
又

は
類

似
事

業
）
の

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状
況

⑥
事

業
の

今
後

の
改

善
点

（
特

記
事

項
を
含
む
）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に
基

づ
く
事

業
）

④
事

業
実

施
の

適
切
性

⑤
目

標
・
効

果
達

成
状
況

双
葉

運
輸

株
式

会
社

株
式

会
社
エ
フ
・
ジ
ー

お
か

の
交

通
株

式
会
社

①
船

木
路
線

②
北

方
路
線

③
南

方
路
線

・
路

線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
の

概
要
を
掲

載
し
た
時

刻
表
を
作
成

し
、
新

聞
折

込
に
よ
り
各

戸
へ

配
付

し
、
利

用
促

進
に
取
り
組
ん
だ
。

・
町

内
会

長
連

合
会
、
交

通
事

業
者

と
意

見
交

換
の

場
を
設

定
し
、
利
用

者
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
た
。

A
計

画
通
り
事

業
は

適
切
に
実
施

さ
れ
た
。

A

・
目

標
達

成
状
況

　
収

支
率

は
目

標
1
0.
6
％

以
上

に
対
し
1
1.
9
％
、
利

用
者

数
は

目
標
3
2.
0
人

以
上
/
日
に
対
し
、

3
7.
3
人
/
日
と
い
ず
れ
も
目

標
を

上
回
っ
た
。

・
効

果
達

成
状
況

　
区

域
運

行
に
よ
り
、
特
に
高

齢
者

の
移

動
負

担
の

軽
減
が

図
ら
れ
、
日

常
の

移
動

手
段
が

確
保
さ
れ
た
。

・
引
き
続
き
目

標
が

達
成
で
き
る
よ

う
、
運

営
主

体
の

本
郷

町
町

内
会

長
連

合
会
、
運

行
を
担
う
交

通
事

業
者
、
市

が
協

働
で
利

用
P
R
な
ど

の
普

及
・
利

用
促

進
に
継

続
し
て
取

組
む
。

有
限

会
社

久
井

交
通

ハ
イ
ラ
ン
ド
交
通

久
井

路
線

・
路

線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
の

概
要
を
掲

載
し
た
時

刻
表
を
作
成

し
、
新

聞
折

込
に
よ
り
各

戸
へ

配
付

し
、
利

用
促

進
に
取
り
組
ん
だ
。

・
自

治
区

連
合

会
、
交

通
事

業
者
、

福
祉

団
体
、
民

生
委

員
等
と
の
意

見
交

換
の

場
を
設

定
し
、
新

規
利

用
者

獲
得

の
た
め
関

係
者

が
連
携

し
周

知
を
行
う
こ
と
の

重
要

性
や
利

用
促

進
の
た
め
の
P
R
手

法
に
つ
い

て
確

認
を
進
め
た
。

A
計

画
通
り
事

業
は

適
切
に
実
施

さ
れ
た
。

B

・
目

標
達

成
状
況

　
収

支
率

は
目

標
1
0.
0
％

以
上

に
対
し
6
.9
％
、
利

用
者

数
は
目

標
2
0.
0
人

以
上
/
日
に
対
し
、

1
1.
9
人
/
日
と
い
ず
れ
も
目

標
を

下
回
っ
た
。

・
効

果
達

成
状
況

　
区

域
運

行
に
よ
り
、
特
に
高

齢
者

の
移

動
負

担
の

軽
減
が

図
ら
れ
、
日

常
の

移
動

手
段
が

確
保
さ
れ
た
。

・
コ
ロ
ナ
後

の
外

出
ニ
ー
ズ
の

把
握

に
努
め
、
利

用
者

の
増

加
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
運

営
主

体
の

久
井

町
自

治
区

連
合

会
、
運

行
を
担
う

交
通

事
業

者
、
市

が
協

働
で
利
用

P
R
な
ど
の

普
及
・
利

用
促

進
を
継

続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ

て
運

行
内

容
の

見
直
し
を
図
る
な

ど
、
目

標
達

成
に
向
け
て
取

組
む
。

・
目

標
達

成
状
況

　
収

支
率

は
目

標
1
0.
0
％

以
上

に
対
し
8
.8
％
、
利

用
者

数
は
目

標
1
0.
0
人

以
上
/
日
に
対
し
、

8
.7
人
/
日
と
い
ず
れ
も
目

標
を

下
回
っ
た
。

・
効

果
達

成
状
況

　
区

域
運

行
に
よ
り
、
特
に
高

齢
者

の
移

動
負

担
の

軽
減
が

図
ら
れ
、
日

常
の

移
動

手
段
が

確
保
さ
れ
た
。

・
コ
ロ
ナ
後

の
外

出
ニ
ー
ズ
の

把
握

に
努
め
、
利

用
者

の
増

加
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
運

営
主

体
の

八
幡

町
内

会
、
運

行
を
担
う
交

通
事
業

者
、
市

が
協

働
で
利

用
P
R
な
ど
の

普
及
・
利

用
促

進
を
継

続
し
て
行
う

と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ
て
運

行
内

容
の

見
直
し
を
図
る
な
ど
、
目

標
達

成
に
向
け
て
取

組
む
。

B
有

限
会

社
久

井
交
通

八
幡

路
線

利
用
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
利

用
希

望
者
に
配

布
す
る
な
ど
利
用

促
進
に
努
め
た
。

A
計

画
通
り
事

業
は

適
切
に
実
施

さ
れ
た
。

【
注

釈
】

「
⑤

目
標
・
効

果
達

成
状

況
」
に
お
け
る
、
収
支

率
と
は
、
令

和
４
年

4月
か
ら
令

和
５
年

3月
ま

で
の

期
間
に
お
け
る
事

業
費
、
運
賃

収
入

か
ら
算

出
し
た
数

値
で
す
。

ま
た
、
利

用
者

数
と
は
、
令

和
４
年

10
月
か

ら
令

和
５
年
９
月
ま
で
の

期
間

に
お
け
る
乗

車
人

数
の

合
計
で
す
。
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地
域

の
交

通
の

目
指

す
姿

（
事

業
実

施
の

目
的

・
必

要
性

）

　
三

原
市

は
広

島
県

の
中

央
東

部
に
位

置
し
，
面

積
は

47
1
.5
5
km

2
，
人

口
は

約
９
万

人
の

都
市

で
あ
る
。
公

共
交

通
は

鉄
道

や
路

線
バ

ス
を
は

じ
め
，
市

内
６
地

域
で
運

行
す
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
，
定

期
航

路
な
ど
，
各

種
の

地
域

公
共

交
通

が
市

民
生

活
を
支

え
て
い

る
。

　
本

市
で
は

，
平

成
27

年
３
月

に
「
三

原
市

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
」
を
策

定
し
，
具

体
的

な
施

策
や

事
業

に
取

組
ん
で
き
た
が

，
従

前
か

ら
続

く
市

の
人

口
減

少
・
高

齢
化

は
一

層
進

行
し
，
更

に
は

交
通

事
業

者
の

乗
務

員
不

足
が

運
行

サ
ー
ビ
ス
維

持
を
阻

害
す
る

ま
で
に
深

刻
化

し
て
い
る
な
ど
，
地

域
公

共
交

通
を
取

り
巻

く
環

境
は

厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状

況
を
踏

ま
え
，
令

和
２
年

３
月

に
，
市

民
協

働
に
よ
る
利

便
性

が
高

く
持

続
可

能
な
地

域
公

共
交

通
体

系
の

維
持

・
充

実
を

基
本

目
標

と
し
た
「
第

２
期

三
原

市
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

」
を
策

定
し
，
市

民
生

活
の

利
便

性
と
福

祉
の

向
上

に
資

す
る
各

種
事

業
に
取

組
ん
で
い
る
。

　
本

市
に
お
い
て
は

特
に
市

周
辺

部
で
高

齢
化

率
が

高
く
，
民

間
バ

ス
事

業
者

に
お
け
る
系

統
廃

止
・
再

編
が

進
む
中

，
地

域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交

通
は

主
に
高

齢
者

の
通

院
や

買
い
物

等
の

日
常

的
な
活

動
を
支

え
る
た
め
に
不

可
欠

な
交

通
手

段
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
，
地

域
間

幹
線

系
統

と
の

接
続

を
図

る
こ
と
で
，
市

内
中

心
部

へ
の

移
動

手
段

の
確

保
等

，
広

域
的

な
移

動
利

便
性

の
向

上
を
図

っ
て
い
る
。

別
添

１
－

２

事
業

実
施
と
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
と
の

関
連
に
つ
い
て

令
和

５
年

12
月

　
日

協
議

会
名

：
三

原
市

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

評
価

対
象

事
業

名
：

地
域

内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
確

保
維

持
費

国
庫

補
助

金
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令
和
５
年

度
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
改

善
事
業

事
業

評
価

三
原

市
地

域
公

共
交

通
活

性
化

協
議
会

生
活

交
通

確
保

維
持

改
善

計
画

（
地

域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
）
の

概
要

三
原

市
の
概
要

三
原

市
地
域
公

共
交
通

活
性
化

協
議
会

の
構
成

員

地
図

協
議

会
の

主
な

取
り

組
み

本
市

で
は

，
平

成
27

年
３
月

に
「三

原
市

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
」
を
策

定
し
，
将

来
の

本
市

の
姿

を
見

据
え
た
持

続
可

能
な
地

域
公

共
交

通
体

系
の

形
成

に
資

す
る
取

組
み

を
行

っ
て
き
た
。
令

和
２
年

３
月

に
は

，
網

形
成

計
画

の
計

画
期

間
が

終
了

す
る
こ
と
に
伴

い
，

地
域

公
共

交
通

に
対

す
る
新

た
な
課

題
に
対

応
し
，
将

来
に
向

け
て
市

民
の

移
動

手
段

を
守

る
た
め

，
「
第

２
期

三
原

市
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

」
を
策

定
し
，
市

民
生

活
の

利
便

性
と
福

祉
の

向
上

に
資

す
る
こ
と
を
目

的
に
，
取

組
み

を
行

っ
て
い
る
。

市
南

西
部

に
位

置
す
る
本

郷
地

域
に
お
い
て
は

，
利

用
が

低
迷

す
る
市

運
営

の
本

郷
地

域
内

交
通

バ
ス
（
路

線
定

期
運

行
）
を
廃

止
し
，

町
内

会
組

織
を
運

営
主

体
と
す
る
区

域
運

行
の

デ
マ
ン
ド
型

乗
合

タ
ク
シ
ー
を
導

入
し
，
平

成
28

年
1
0月

か
ら
運

行
を
開

始
し
た
。

ま
た
，
路

線
バ

ス
利

用
不

便
地

域
が

広
く
分

布
す
る
市

北
部

の
久

井
地

域
内

に
お
い
て
は

，
昭

和
5
6年

度
か

ら
運

行
し
て
き
た
通

院
利

用
限

定
の

「
久

井
町

へ
き
地

患
者

輸
送

バ
ス
」
を
見

直
し
，
平

成
23

年
10

月
か

ら
新

た
に
誰

も
が

利
用

で
き
，
幹

線
交

通
へ

の
円

滑
な
接

続
を

可
能

と
す
る
地

域
内

交
通

手
段

と
し
て
運

行
し
た
。
し
か

し
，
年

々
利

用
者

が
減

少
し
，
今

後
も
利

用
者

の
増

加
が

見
込

め
な
い
こ
と
か

ら
，

町
内

会
が

運
営

す
る
区

域
運

行
の

デ
マ
ン
ド
型

乗
合

タ
ク
シ
ー
へ

転
換

し
，
令

和
３
年

10
月

か
ら
運

行
を
開

始
し
た
。

さ
ら
に
少

子
高

齢
化

が
進

む
市

東
部

中
央

に
位

置
す
る
八

幡
地

域
に
お
い
て
は

，
民

間
バ

ス
事

業
者

が
運

行
す
る
路

線
バ

ス
「
御

調
線

」
が

運
行

し
て
い
た
が

利
用

が
低

迷
し
て
い
た
こ
と
か

ら
，
路

線
バ

ス
に
替

わ
り
町

内
会

が
運

営
す
る
区

域
運

行
の

デ
マ
ン
ド
型

乗
合

タ
ク

シ
ー
を
導

入
し
，
平

成
30

年
10

月
か

ら
運

行
を
開

始
し
た
。

・
平
成

1
7
年
３
月
に
１
市
３
町

が
合

併
・
人
口

9
万

5
7
3
人

（
令

和
２
年

度
国
勢

調
査

）
・
面
積

4
7
1.
5
5
㎢

市
民

・
利

用
者

代
表
，
学
識
経
験
者
，
交
通
事
業
者
及
び
労
組
代
表

者
，
地

方
自

治
体

（
県

・
市
），

警
察
，
道
路
管
理
者
，
広
島
運
輸
支
局

・
既

存
路

線
バ

ス
運

行
の

検
証

，
見

直
し

・
既

存
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
の

検
証

，
見

直
し

・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
の

導
入

（
本

郷
，
久

井
，
大

和
，
八

幡
）

・
路

線
バ

ス
等

利
用

不
便

地
区

へ
の

対
応

・
地

域
公

共
交

通
に
係

る
施

設
等

の
整

備
・
地

域
公

共
交

通
の

利
用

促
進

概
要

協
議

会
に

お
け

る
検

討
協

議
会

の
開

催
状

況
4
回

開
催

・
令

和
４
年

度
第

１
回

（1
2月

20
日

）
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
の

令
和

４
年

４
月

～
1
1月

分
利

用
状

況
報

告
事

業
評

価
に
つ
い
て

・
令

和
４
年

度
第

２
回

（
３
月

24
日

）
・
令

和
５
年

度
第

１
回

（
６
月

27
日

）
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
の

令
和

４
年

度
利

用
実

績
報

告
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
確

保
維

持
計

画
協

議
・
令

和
５
年

度
第

２
回

（1
2月

21
日

）
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
の

令
和

５
年

４
月

～
1
1月

分
利

用
状

況
報

告
事

業
評

価
に
つ
い
て

別
添

２

4



定
量

的
な

目
標

・
効

果

地
域

住
民

の
意

見
の

反
映

【
本

郷
地

域
】（

目
標

）
収

支
率

10
.6
％

以
上

，
１
日

当
た
り
利

用
者

数
3
2人

以
上

（
効

果
）
区

域
運

行
を
導

入
す
る
こ
と
で
，
こ
れ

ま
で
路

線
バ

ス
利

用
不

便
地

区
で
あ
っ
た
住

民
も
利

用
可

能
で
，
特

に
高

齢
者

の
日

常
生

活
に
必

要
不

可
欠

な
移

動
手

段
が

確
保

さ
れ

る
。
ま
た
，
幹

線
バ

ス
系

統
と
の

接
続

に
よ
り
，
市

内
中

心
部

へ
の

移
動

手
段

の
確

保
等

，
広

域
的

な
移

動
利

便
性

が
向

上
す
る
。

【
久

井
地

域
】（

目
標

）
収

支
率

10
％

以
上

，
１
日

当
た
り
利

用
者

数
20

人
以

上
（
効

果
）
区

域
運

行
を
導

入
す
る
こ
と
で
，
こ
れ

ま
で
久

井
ふ

れ
あ
い
バ

ス
が

利
用

で
き
な
か

っ
た
住

民
も
利

用
可

能
で
，
特

に
高

齢
者

の
日

常
生

活
に

必
要

不
可

欠
な
移

動
手

段
が

確
保

さ
れ

る
。
ま
た
，
幹

線
バ

ス
系

統
と
の

接
続

に
よ
り
，
市

内
中

心
部

へ
の

移
動

手
段

の
確

保
等

，
広

域
的

な
移

動
利

便
性

が
向

上
す
る
。

【
八

幡
地

域
】（

目
標

）
収

支
率

10
％

以
上

，
１
日

当
た
り
利

用
者

数
10

人
以

上
（
効

果
）
区

域
運

行
の

導
入

に
よ
り
，
全

て
の

地
域

住
民

が
利

用
可

能
と
な
り
，
特

に
高

齢
者

を
中

心
と
し
た
日

常
生

活
に
必

要
不

可
欠

な
移

動
手

段
が

確
保

さ
れ

る
。
ま
た
，
幹

線
バ

ス
系

統
と
の

接
続

に
よ
り
，
市

内
中

心
部

へ
の

移
動

手
段

の
確

保
等

，
広

域
的

な
移

動
利

便
性

が
向

上
す
る
。

地
域

住
民

の
意

見
が

適
切

に
反

映
さ
れ

る
よ
う
、
引

き
続

き
、
町

内
会

や
交

通
事

業
者

、
福

祉
関

係
者

な
ど
と
連

携
し
、
ニ
ー
ズ
の

把
握

や
サ

ー
ビ
ス
向

上
の

た
め

の
取

組
を
進

め
る
。

三
原
市

地
域
公

共
交
通
活

性
化
協

議
会

事
業

の
評
価

三
原
市

地
域
公

共
交
通
活

性
化
協

議
会

事
業

の
評
価

実
施

し
た

利
用

促
進

策
昨

年
度

の
自

己
評

価
に

対
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

【
久

井
地

域
】

「
自

治
区

連
合

会
，
交

通
事

業
者

と
連

携
し
て
利

用
促

進
に
取

り
組

む
」
と
し

た
点

に
つ
い
て
は

，
町

内
会

や
交

通
事

業
者

，
福

祉
団

体
，
民

生
委

員
、
市

に
よ
る
意

見
交

換
の

場
を
設

定
し
、
新

規
利

用
者

獲
得

の
た
め
関

係
者

が
連

携
し
周

知
を
行

う
こ
と
の

重
要

性
や

利
用

促
進

の
た
め

の
P
R
手

法
に
つ
い
て
確

認
を
進

め
た
。

昨
年

度
の

運
輸

局
二

次
評

価
に

対
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

「
目

標
と
す
る
利
用
者
数
や
収
支
率
は
未
達
成

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
以
外
の
要
因
に

つ
い
て
も
分

析
の
上

、
引

き
続

き
関
係
者

と
連
携

し
て
議
論

を
重
ね

、
地
域
住
民

に
利
用

し
て
も

ら
え
る
持
続
可
能

な
公
共
交
通

と
な
る
よ
う
期
待
す
る
」
と
さ
れ

た
点

に
つ
い
て
は

，
久
井
地
域
で

は
町
内
会
や
交
通
事
業
者

，
福
祉
団
体

，
民
生
委
員

、
市

に
よ
る
意
見
交
換
の
場

を
設
定

し
，
利

用
促

進
策

に
つ
い
て
協
議

し
た
。
今
後
関
係
者

と
連
携

し
、
利
用
促
進
の

た
め
の

チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
同
様
の
取
組

を
八
幡
地
域

に
も
展
開
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
機
の
導
入
等

を
事
業

と
し
て
進

め
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と

で
最

適
化

を
図

る
取
組

を
将
来
的

に
検
討

さ
れ

た
い
」
と
さ
れ

た
点

に
つ
い
て
は

、
市

に
お
い
て

先
進

事
例

な
ど
の
情
報
収
集

に
努

め
た
。

【
本

郷
地

域
】【

久
井

地
域

】
毎

年
作

成
配

布
す
る
地

域
別

の
路

線
バ

ス
時

刻
表

の
裏

面
に
，
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
の

時
刻

表
な
ど
の

概
要

を
併

せ
て
掲

載
し
，
路

線
バ

ス
と
の

接
続

を
P
R
し
た
。
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事
業

実
施

の
適

切
性

目
標

・
効

果
達

成
状

況

事
業

の
今

後
の

改
善

点

【
本

郷
地

域
】
（
目

標
）
収

支
率

は
目

標
10

.6
％

以
上

に
対

し
1
1.
9
％

，
利

用
者

数
は

目
標

3
2人

以
上

/
日

に
対

し
，
37

.3
人

/
日

と
い
ず
れ

も
目

標
を
上

回
っ
た
。

令
和

２
年

の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

以
降

，
利

用
者

が
減

少
し
て
い
た
が

、
今

年
は

回
復

傾
向

に
あ
る
。

（
効

果
）
区

域
運

行
の

導
入

に
よ
り
，
特

に
高

齢
者

の
移

動
負

担
の

軽
減

が
図

ら
れ

，
日

常
の

移
動

手
段

を
確

保
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

ま
た
，
幹

線
バ

ス
に
接

続
し
て
い
る
た
め
広

域
的

な
移

動
も
可

能
で
あ
る
。

【
久

井
地

域
】
（
目

標
）
収

支
率

は
目

標
10

％
以

上
に
対

し
6
.9
％

，
利

用
者

数
は

目
標

20
人

以
上

/
日

に
対

し
，
11

.9
人

/
日

と
い
ず
れ

も
目

標
を
下

回
っ
た
。

昨
年

と
比

較
し
、
収

支
率

の
改

善
は

図
ら
れ

た
も
の

の
，
目

標
は

達
成

で
き
な
か

っ
た
。

（
効

果
）
区

域
運

行
の

導
入

に
よ
り
，
特

に
高

齢
者

の
移

動
負

担
の

軽
減

が
図

ら
れ

，
日

常
の

移
動

手
段

を
確

保
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

ま
た
，
幹

線
バ

ス
に
接

続
し
て
い
る
た
め
広

域
的

な
移

動
も
可

能
で
あ
る
。

【
八

幡
地

域
】
（
目

標
）
収

支
率

は
目

標
10

％
以

上
に
対

し
8
.8
％

，
利

用
者

数
は

目
標

10
人

以
上

/
日

に
対

し
，
8
.7
人

/
日

と
い
ず
れ

も
目

標
を
達

成
で
き
な
か

っ
た
。

昨
年

と
比

較
し
、
収

支
率

の
改

善
や

利
用

者
の

増
加

が
図

ら
れ

た
も
の

の
、
目

標
は

達
成

で
き
な
か

っ
た
。

（
効

果
）
区

域
運

行
の

導
入

に
よ
り
，
特

に
高

齢
者

の
移

動
負

担
の

軽
減

が
図

ら
れ

，
日

常
の

移
動

手
段

を
確

保
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

ま
た
，
幹

線
バ

ス
に
接

続
し
て
い
る
た
め
広

域
的

な
移

動
も
可

能
で
あ
る
。

【
本

郷
地

域
】

・
引

き
続

き
、
目

標
が

達
成

で
き
る
よ
う
、
町

内
会

，
交

通
事

業
者

，
市

が
協

働
で
利

用
P
R
な
ど
普

及
・
利

用
促

進
を
継

続
し
て
取

組
む
。

【
久

井
地

域
】【

八
幡

地
域

】
・
コ
ロ
ナ
後

の
外

出
ニ
ー
ズ
の

把
握

に
努

め
、
利

用
者

の
増

加
に
つ
な
げ

ら
れ

る
よ
う
、
町

内
会

，
交

通
事

業
者

，
市

が
協

働
で
利

用
P
R
な
ど
の

普
及

・
利

用
促

進
に

継
続

し
て
行

う
と
と
も
に
，
必

要
に
応

じ
て
運

行
計

画
の

見
直

し
を
図

る
な
ど
、
目

標
達

成
に
向

け
て
取

組
む

。

三
原

市
地

域
公

共
交

通
活

性
化
協
議

会
事

業
の

評
価

三
原

市
地

域
公

共
交

通
活

性
化
協
議

会
事

業
の

評
価

３
地

域
で
計

画
ど
お
り
運

行
し
，
事

業
は

適
切

に
実

施
さ
れ

た
。
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交
通

体
系
図

別
紙
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運
行

系
統
図

別
紙

系
統
名

船
木

路
線
，
北

方
路

線
，
南

方
路
線

運
行

形
態

一
般

乗
合

旅
客

自
動

車
運

送
（
区

域
運

行
）

運
行

日
・
便
数

月
曜

日
，
水

曜
日
，
金

曜
日
（
祝

日
，
12
/2
9～

１
/３
は

運
休
）

各
路

線
１
日
1
2
便
（
外

出
便
７
便
，
帰

宅
便
５
便
）

運
賃

１
乗
車
30
0円

，
敬

老
優

待
：
20
0円

，
障

害
者

優
待
：
無
料
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運
行

系
統
図

別
紙

系
統
名

久
井

路
線

運
行

形
態

一
般

乗
合

旅
客

自
動

車
運

送
（
区

域
運

行
）

運
行

日
・
便
数

月
曜

日
，
水

曜
日
，
金

曜
日
（
祝

日
，
12
/2
9～

１
/３
は

運
休
）

１
日
1
1
便
（
往

路
６
便
，
復

路
５
便
）

運
賃

１
乗
車
30
0円

，
敬

老
優

待
：
20
0円

，
障

害
者

優
待
：
無
料
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運
行

系
統
図

別
紙

系
統
名

八
幡

路
線

運
行

形
態

一
般

乗
合

旅
客

自
動

車
運

送
（
区

域
運

行
）

運
行

日
・
便
数

月
曜

日
，
水

曜
日
，
金

曜
日
（
祝

日
，
12
/2
9～

１
/３
は

運
休
）

１
日
1
1
便

運
賃

１
乗
車
30
0円

，
敬

老
優

待
：
20
0円

，
障

害
者

優
待
：
無
料
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